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ＬＡ２８へ向け更なる極みを目指して

神奈川県ソフトボール協会

理事長 鈴木利夫

２０２４年度は、日本のみならず世界各地で、これまでの記録を塗り替える異常気象が起

き、 11 月までの今年の世界の年平均気温は、+0.62 度と過去最も高くなっており、 2 年連
続で記録を更新した年となりました。

２０２４年度のトップニュースとしては、１２月２３日に Japan Sport Olympic Squareにお
いて「ソフトボール女子ＴＯＰ日本代表チーム ヘッドコーチ就任記者会見」が行われ、（公財）日本ソフトボール協

会・牧島かれん会長が宇津木麗華氏の女子ＴＯＰ日本代表チームヘッドコーチ就任（続投）の報告を報道関係・メ

ディアに改めて発表されました。

県内大会では、昨年に引続き、熱中症対策としての給水タイムを取り入れるなど、選手・スタッフ一丸となり年度

当初に掲げた「進化」を遂げることが出来、改めて感謝申し上げます。また、トップアスリートによる出前授業やソフ

トボール教室、審判員・記録員の資格認定会も開催され、各委員会活動も予定通り実施されました。

新たな節目を迎える「 JD リーグ２０２５」は、第４節が５月１０・１１に川崎市『等々力球場』、第８節が６月７・８に秦
野市『中栄信金スタジアム秦野』、第１２節が横浜市『サーティーフォー保土ケ谷球場』で予定され、日立サンディ

ーバが二年連続の地区優勝、そして前年度果たせなかったリーグ優勝を狙い挑戦します。また、日本女子リーグ

では厚木ＳＣと花王コスメ小田原フェニックスが加盟し、第３節が９月６・７に厚木市『玉川球場』で開催されます。

令和６年度は、ＪＳＡの新たな事業として小学５年生から中学２年生を対象に一貫指導体制の確立とともに、競

技の普及推進、競技者の発掘育成を図るため、「ソフトボール未来発掘育成事業（ MIRAI ）」を４７都道府県、 9
地区で実施し、関東地区研修会も１月２６日に埼玉県で開催されました。３月には、いくつかの関東・東日本大会

や全日本大会が予定され、出場チームには大会に向け準備を整えて臨んでほしいと考えています。

県内では、令和７年度の大会が３月には始まり、関東地区予選会や県内大会の開催が予定されています。選

手、スタッフ共にコンデションを整え、実りある一年になってほしいと願っています。

感染症防止対策の取組みは、新型コロナ、インフルエンザを問わず引続き取り組み、新年度の行事が皆様方

のご支援、ご協力のもと実施できますことを切にお願い申し上げます。

牧島かれん氏 （公財）日本ソフトボール協会会長就任祝賀会
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神奈川県勢の活躍

第５回関東総合男女ソフトボール大会

優勝：厚木ＳＣ

事務局 神田 裕次
令和７年９月２１日・２２日の日程で、埼玉県毛呂山町で行われた「第５回関

東総合男女ソフトボール大会」に神奈川県代表として出場しました。２回戦の

対筑波大学戦では、打線が爆発、１２安打１５得点、投げては古屋、古本の完

封リレーで３回コールド勝ち。決勝は順天堂大学戦で、１回裏に１死満塁から

押し出しで１点を献上、しかし２回表に２死１塁から金子のタイムリー３塁打で

同点、その後着実に加点し、結果１４対１で５回コールド勝ちし、２年ぶり２度

目の優勝を飾ることができました。

第３３回関東エルダーソフトボール大会

優勝：アップシューズ
監督 今島 麻由

神奈川県大会で３位になり、初めて関東大会（１０月１２日・１３日、東京都

江東区）に出場させて頂きました。結果は見事優勝！どの試合も苦しい展開

でしたが、いつも通りの盛り上がりとチームワークで優勝することができました。

（１回戦）アップシューズ ５－１ 那珂サンレッズ（茨城）

（準決勝）アップシューズ ５－２ Ｔｏｋｙｏ Ｗｅｓｔ（東京）

（決勝）アップシューズ ８－４ Ｋ‘ＢＩＸ ｉｎ Ｄｒｅａｍｓ（群馬）

第１６回関東ジョイフルスローピッチソフトボール大会

優勝：ＰＩＥＣＥ

監督 多川ゆう子
ジョイフルスローピッチには、ファーストピッチとは違う楽しさがあります。

オレンジボールの山なりの投球に空振りすることもしばしばです。我がチー

ムはファーストピッチとともにこのジョイフルスローピッチにも力を入れてお

り、その甲斐あって、昨年は関東大会において二連覇、全国大会では第二

位の成績を納めることができました。年齢に応じて楽しめるジョイフルスロー

ピッチを、思う存分満喫できた充実した年になりました。

《各 種 大 会 結 果 》
※神奈川県ソフトボール協会、関東ソフトボール協会、日本ソフトボール協会ホームページを参考にしました。

※開催期日については、荒天による延期のため、変更になっているものもあります。

【令和６年度】 ※下半期（９月～２月実施）の結果
〔県大会〕 ※種別順、優勝チームのみ掲載

［男子］ ・第２７回神奈川県秋季壮年男子ソフトボール大会

・第２２回神奈川県秋季クラブ普及ソフトボール大会 （１０月２０日･２７日、綾瀬市ほか） ［ 10 チーム］

（９月１５日～１０月１３日、藤沢市ほか） ［ 27 チーム］ 大和ファルコン

まつかげエコーズ

・第２６回神奈川県秋季実年ソフトボール大会 ［シニア連盟］
（９月２９日・１０月６日、大和市） ［ 8 チーム］ ・海老名シニアカップ２０２４ 第３０回神奈川ソフトボール交流大会

ＳＢＣ神奈川・小田原 （９月１日～８日、海老名市） ［ 23 チーム］

・第１４回神奈川県秋季男子オープンソフトボール大会 大和ファルコン

（１０月２７日～１１月３日、海老名市） ［ 5 チーム］ ・第６４回神奈川県シニアソフトボール連盟秋季大会

厚木クラブ ［シニア１部］ （１０月１３日～１１月２３日、愛甲郡ほか）

大和ファルコン ［ 16 チーム］
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［シニア２部］ （１０月１３日～１１月２３日、愛甲郡ほか） ・第１８回春季全日本小学生男子・女子ソフトボール大会

シニアＳＢＣ横須賀 ［ 17 チーム］ 兼 第３５回関東小学生選抜（男女）ソフトボール大会

［ハイシニア］ （９月２３日～１１月９日、横浜市ほか） 神奈川県予選会

シニア厚木クラブ ［ 16 チーム］ ［男子］ （１２月１４日・２１日、厚木市） ［ 7 チーム］

［スーパーシニア］ （１０月１７日～２９日、横浜市） 優勝：西湘

スーパー浜南、大和ファルコン ［ 15 チーム］ 準優勝：横須賀

※降雨のため試合打ち切り２チーム優勝 （２チームは第１８回春季全日本小学生大会への出場権獲得）

［ゴールドシニア］ （９月２８日・１１月１２日、綾瀬市ほか） 第３位：厚木

ゴールド泉マックス ［ 8 チーム］ （上記チームは第３５回関東小学生選抜大会への出場権獲得）

・かながわシニアスポーツフェスタ２０２４ ・第４６回春季大会（女子）

（１１月１０日・１７日、綾瀬市） ［ 5 チーム］ 兼 第３５回関東小学生選抜（女子）ソフトボール大会

愛甲ソフトボールクラブ 神奈川県予選会

（第３７回ねんりんピック岐阜２０２５への出場権獲得） （２月２２日・２３日、厚木市） ［ 9 チーム］

優勝：花の台ウイングス

［家庭婦人連盟］ （上記チームは第３５回関東小学生選抜大会への出場権獲得）

・第２５回ダイヤモンド大会 ※秋季県大会（新人戦）の結果、次の２チームが、第１８

（９月１５日、平塚市） ［ 5 チーム］ 回春季全日本小学生大会への出場権獲得

よこすか ・花の台ウイングス、西湘女子

・令和６年度神奈川県家庭婦人秋季大会

（９月２２日～１２月８日、県内各所） ［ 31 チーム］

諏訪ローズウィングス 〔関東大会〕
・家庭婦人ソフトボール連盟 エルダー大会 ◇関東（地区）大会◇

（１１月２３日、厚木市） ［ 16 チーム］ ・第２９回関東シニアソフトボール大会

［Ａグランド］ 松ちゃんず （１０月５日・６日、神奈川県平塚市） ［ 16 チーム］

［Ｂグランド］ ぴーす シニア平塚クラブ、シニアＳＢＣ横須賀、大和ファルコン

［Ｃグランド］ さくらんぼ ※グラウンドコンディション不良のため中止

［Ｄグランド］ 横須賀コスモス ・第２４回関東スーパーシニアソフトボール大会

・第１７回レディース秋季大会 （１０月５日・６日、栃木県宇都宮市） ［ 16 チーム］

（１２月１日、小田原市） ［ 12 チーム］ 葛輪ＳＳ（２回戦）

ウィンズ ・第４２回関東レディースソフトボール大会

（１０月５日・６日、群馬県太田市） ［ 16 チーム］

［高等学校体育連盟］ 藤沢クラブ（２回戦）

・令和６年度神奈川県高等学校秋季新人ソフトボール大会 シリウス

兼 第４３回全国高等学校ソフトボール選抜大会 ・第３３回関東エルダーソフトボール大会

神奈川県予選会 （１０月１２日・１３日、東京都江東区） ［ 8 チーム］

［男子］ （１１月３日・４日、小田原市） アップシューズ（優勝）※初優勝

光明学園相模原高等学校 ［ 8 チーム］ ・第２８回関東エルデストソフトボール大会

［女子］ （１０月２７日～１１月４日、小田原市ほか） （１０月１２日・１３日、東京都稲城市） ［ 8 チーム］

県立厚木王子高等学校 ［ 20 チーム］ 湘南なでしこ（第３位）

（男子・女子とも第４３回全国高等学校選抜大会への出場権獲得） ・第５５回関東大学ソフトボール選手権大会

（１０月２６日～２８日、神奈川県小田原市ほか）

［中学校体育連盟］ ［男子の部］東海大学（第３位） ［ 20 チーム］

・令和６年度神奈川県中学校男子・女子新人ソフトボール大会 ［女子の部］ 東海大学 ［ 20 チーム］

［男子］ （１１月１７日、横須賀市） ・第１６回関東ジョイフルスローピッチソフトボール大会

厚木クラブ Jr ［ 3 チーム］ （１０月２６日、群馬県渋川市）

［女子］ （１１月１０日～１７日、相模原市ほか） ＰＩＥＣＥ（優勝） ［ 3 チーム］

横浜市立金沢中学校 ［ 33 チーム］ ・第２５回関東ママさんソフトボール親善大会２０２４

（男子・女子とも第３５回関東中学校選抜大会への出場権獲得） （１１月２日、神奈川県海老名市）

藤沢リプロ ［ 3 チーム］

［少年少女連盟］ ※雨天のため中止

・第４３回秋季神奈川県少年ソフトボール大会 ・第２３回すこやかハイエルデストソフトボール親善神奈川大会２０２４

（１１月２日～１０日、横須賀市） ［ 32 チーム］ （１１月２日・３日、神奈川県海老名市） [11 チーム]

小田原ハリケーン やまゆり（準優勝）

※雨天のため中止
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〔全日本大会〕 ・第３８回全日本シニアソフトボール大会

・第１６回全日本エルダーソフトボール大会 （１０月１２日～１４日、山梨県甲府市ほか） ［ 48 チーム］

（１１月２日～４日、滋賀県高島市） ［ 35 チーム］ 大和ファルコン

ライーナーズ（ベスト８） ・第３６回全国健康福祉ねんりんピックソフトボール大会

茅ヶ崎ファミリーズ（３回戦） （１０月２０日～２２日、鳥取県米子市ほか） ［ 64 チーム］

・第２３回全日本エルデストソフトボール大会 [神奈川県] シニア厚木クラブ（２回戦）

（１０月１９日～２１日、静岡県浜松市） ［ 48 チーム］ ［川崎市］ 麻生クラブ

横浜マリンズ（３回戦） ［横浜市］ 横浜エストレリータ（２回戦）

川崎オリオンズ（２回戦） [相模原市] 相模タートルシニア

・第３３回全日本実年ソフトボール大会 ・第２１回ジョイフルスローピッチソフトボール全国大会

（１２月７日～９日、福岡県北九州市） ［ 48 チーム］ （１０月１２日・１３日、埼玉県熊谷市）

大和ファルコン（３回戦） ［女子の部Ａブロック］ＰＩＥＣＥ（準優勝） ［ 3 チーム］

※８月開催が台風接近により中止になったための代替大会 ［女子の部Ｃブロック］鎌倉マドンナーズ ［ 6 チーム］

日立サンディーバ、準優勝！
「ニトリ JD LEAGUE 202４」

東地区優勝で、ダイヤモンドシリーズに進出。

【第１２節：秦野ラウンド】
『ニトリ JD LEAGUE ２０２４』下半期、１０月１８日～２０日に秦野市「中栄信金スタジアム秦野」にて第１２節が

行われた。初日１８日のナイターでは、坂本実桜投手が太陽誘電相手に自身２度目のノーヒットノーランを達成し

勝利。２日目１９日の大垣ミナモ戦では、藤森捺未選手と山内早織選手がそれぞれ２本ずつのホームランを放ち

大量１４点で圧勝。最終日２０日には、これまた田内愛絵里投手が初のノーヒットノーランを達成すると、加減愛華

選手が自身初ホームランそれも勝利に結びつける３ランを放つなどの大活躍でデンソーを破り、地元開催３連勝

で終わった。日立サンディーバはこの勢いで、最終結果２２勝６敗１分で東地区優勝を果たし、ダイヤモンドシリー

ズ（決勝トーナメント）に進出することになった。

【ダイヤモンドシリーズ】
ダイヤモンドシリーズ・セミファイナル（準決勝）で日立はビックカメラ高崎と対戦。初回、ビックカメラ上野由岐子

投手の立ち上がりを攻め、二死から杉本梨緒選手が安打で出塁、続く山内早織選手の豪快なセンターオーバー

の２ランホームランで先制。その後６回にも再び山内選手のソロホームランでダメ押しの３点目。最終回に、日立エ

ースの坂本実桜投手がソロホームランを浴びて１点を献上し、後続にも出塁を許しピンチを迎えたがその後を締

め、３対１でファイナル（決勝）へとコマを進めた。

ファイナルでは、連覇を狙うトヨタと、ＪＤリーグ初の「日本一」をめざして対戦。日立は初回にトヨタに２点を先制

される。その後４回にはトヨタの全日本エース後藤希友投手を攻め３連打で一死満塁と攻め立て同点のチャンスを

迎えたが、後続が絶たれ無得点に終わる。続く５回に笠原朱里選手のソロホームランで１点差に迫り、最終回にも

２者が得点圏に進み一打同点・逆転の場面を作ったが、そのままトヨタに１点差で逃げ切られ、惜しくも準優勝に

終わった。しかし、何度も攻撃の手を緩めず攻めきった日立ナインに対し、会場は大きな歓声と拍手に包まれた。

全試合の結果は以下の通り。

【第１２節】 秦野市「中栄信金スタジアム秦野」にて

◎第１日（１０月１８日（金））

・日立サンディーバ ２－ 0 太陽誘電ソルフィーユ

◎第２日（１０月１９日（土））

・デンソーブライトペガサス ５－１ 太陽誘電ソルフィーユ

・日立サンディーバ １４－５ 大垣ミナモ

◎第３日（１０月２０日（日））
（山内選手のホームラン）

・太陽誘電ソルフィーユ ３－１ 大垣ミナモ

・日立サンディーバ ４－０ デンソーブライトペガサス

【ダイヤモンドシリーズ】 愛知県名古屋市「パロマ瑞穂野球場」にて

◎第１日（１１月１６日（土）） セミファイナル

・トヨタレッドテリアーズ ３－２ ホンダリヴェルタ

・日立サンディーバ ３－１ ビックカメラ高崎ビークイーン

◎第２日（１１月１７日（日）） ファイナル

・トヨタレッドテリアーズ ２－１ 日立サンディーバ
（選手を迎える歓喜のナイン）
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《 JD リーグアワード表彰選手》 ※日立サンディーバ関係

☆東地区首位打者賞 ： 藤森捺未選手（打率 ．４７６）

☆東地区ベストナイン賞（外野手部門） ： 藤森捺未選手、平田唯花選手

★東地区最高殊勲選手賞（ＭＶＰ） ： 藤森捺未選手

★東地区新人賞（野手部門） ： 笠原朱里選手

『日本女子ソフトボールリーグ』県内チームの結果
（大活躍の藤森選手）

◎プラチナセクション結果 厚木 SC ： ２位
◎サファイアセクション結果 花王コスメ小田原フェニックス： ４位

◎各ブロック内順位決定節結果

・Ａブロック（プラチナ、サファイア各セクション１位・２位、計４チーム）順位決定リーグ

厚木ＳＣ： ４位

・Ｂブロック（プラチナ、サファイア各セクション３位・４位、計４チーム）順位決定リーグ

花王コスメ小田原フェニックス： ３位

◎最終順位（プラチナ、サファイア両セクション全１２チーム）

・厚木 SC ： ４位、花王コスメ小田原フェニックス： ７位

牧島かれん氏祝賀会、盛大に開催
（公財）日本ソフトボール協会会長就任

令和６年１１月２３日（土・祝）、横浜市「横浜ベイシェラトン ホテル＆タワーズ」にて、『（公財）日本ソフトボー

ル協会 牧島かれん会長就任祝賀会』が、（公財）日本ソフトボール協会、関東ソフトボール協会、県内支部

・連盟、県内外チーム、関係業者より、総勢７４名の参加により盛大に開催された。神奈川県協会鈴木理事長

の開会の挨拶に続き、日本ソフトボール協会矢端事務局長、関東ソフトボール協会井之上会長、神奈川県協

会松山会長の挨拶、さらに小田原ソフトボール協会小澤会長による牧島氏の紹介、あいにく出席できなかっ

た、日本ソフトボール協会宇津木妙子副会長からの花束を同じく副会長宇津木麗華氏が贈呈、続いて牧島

氏の謝辞のあと、関東ソフトボール協会磯谷理事長の乾杯で祝宴が開始された。その後は牧島氏を囲んで

歓談に花が咲き、あちこちのテーブルで写真を撮りあうなど、和やかな宴となった。途中、茅ヶ崎市長・神奈川

県協会佐藤副会長の挨拶があり、約３時間の祝宴も神奈川県協会清田副会長の閉会挨拶により、お開きとな

った。終了後も会場内で牧島氏と歓談したり、再会を約束するなど、名残の尽きない祝賀会であった。

令和６年度各種表彰 受賞されたみなさん
（敬称略・順不同）

1.令和６年度神奈川県スポーツ協会 功労者・スポーツ優秀選手表彰
1 ）スポーツ功労者表彰：該当者なし
2 ）スポーツ優秀選手表彰：

①団体表彰

第２０回都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会優勝 神奈川選抜

②個人表彰

第１７回ＷＢＳＣ女子ソフトボールワールドカップ優勝

日立サンディーバ 坂本 実桜 投手、唐牛 彩名 外野手

２.令和６年度神奈川県ソフトボール協会表彰
1 ）成績表彰 【表彰規定 第２項（１）による】

①全国大会

☆第２０回都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会優勝 神奈川選抜

☆第２０回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会第３位 神奈川選抜

☆第６４回全日本実業団女子ソフトボール選手権大会優勝 花王コスメ小田原フェニックス

☆第４５回全日本クラブ女子ソフトボール選手権大会優勝 厚木 SC
②関東大会・東日本大会

☆第５０回関東高等学校男子ソフトボール大会優勝 光明学園相模原高等学校
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☆第２回東日本中学男子ソフトボール大会優勝 神奈川オーシャンドックス

☆第４１回関東小学生男子・女子ソフトボール大会優勝 （男子）横須賀

☆第５回関東総合男女ソフトボール大会優勝 （女子）厚木 SC
☆第１８回東日本ミズノ杯実年ソフトボール大会優勝 大和ファルコン

☆第３３回関東エルダーソフトボール大会優勝 アップシューズ

③県大会３連覇（令和４年・令和５年・令和６年）

☆大和ファルコン （全日本実年ソフトボール大会神奈川県予選）

☆横須賀ゴールドウエーブ （全日本中学生女子ソフトボール大会神奈川県予選）

☆大和ファルコン （全日本シニアソフトボール大会神奈川県予選）

☆大和ファルコン （全日本ハイシニアソフトボール大会神奈川県予選）

☆東海大学（女子） （全日本秋季女子オープンソフトボール大会神奈川県予選）

☆光明学園相模原高等学校（男子） （神奈川県春季高等学校男子大会 兼 関東予選会）

☆県立厚木王子高等学校 （神奈川県春季高等学校女子大会 兼 関東予選会）

☆光明学園相模原高等学校（男子）（全国高等学校総合体育大会男子大会神奈川県予選会 ）

☆光明学園相模原高等学校（男子）

（神奈川県高等学校新人男子大会 兼 全国高等学校選抜男子大会神奈川県予選会）

☆県立厚木王子高等学校

（神奈川県高等学校新人女子大会 兼 全国高等学校選抜女子大会神奈川県予選会）

２）功労者表彰 【表彰規定 第２項（２）による】

☆法花義人 （神奈川県少年ソフトボール連盟 会長）

★みなさん今後ますますのご活躍をお祈りします。

公認審判員・公式記録員、多くの仲間が増えました。 （敬称略・順不同）

【第１種公認審判員】 １月１８・１９日 神奈川県小田原市にて

草地真吾（川崎）、高柳和弘、梅谷佳史、國生英雄、小野謙一、宮部順平、鈴木賢二、卯花貴美子、黒田房

男、佐藤秀幸、木村忠一、小峰義男、小川勇夫（以上横浜）、深田英治（鎌倉）、鈴木正俊（逗子）、片倉将

亮（横須賀）、林原秀樹、石崎映子（以上藤沢）、豊村正樹（茅ヶ崎）、小宮恵美（寒川）、吉田忠之（平塚）、

横山 綜（小田原）、関矢政徳、井山忠雄、芳賀 修（以上相模原）、関水忠光（大和）、植田 豊（愛甲）

【第３種公認審判員】 １２月１日 横浜市、１月２６日 愛川町、２月２日 小田原市、２月９日 寒川町にて

渡辺央晃、村崎大輔、久保一夫、国生瑛太、柳本達也、今 秀和、西﨑弘治、西﨑正典、齋藤邦明、中島

淳、山本浩文、二見孝則、北田哲務、石田佳久、城出広道、中川一三夫、夏井 基、佐藤慶弥、佐藤玲弥、

薩美秀夫、田中一彦、阿部義明、高橋文雄、佐藤正信、江草 繁、奥山和輝、沓澤圭祐、齋藤祐介

田代修士、石山裕之、渋谷俊太、山懸一廣、秋元督裕、工藤孝志、瀬戸紳太郎、柳川伊佐夫、中島広幸、

諏訪 宏、小林克成、澤村竜介、河野義明、崎浜秀伸、熊坂 大、高本勝巳、久保埜英樹、山瀬 豊、寺尾

光義、熊坂文男、松野秀人、竹松祐輔、大野直人、黒飛健留、斉藤功大、長家圭佑、村井幸夫、平本 康、

米澤健一、佐藤 茂、福田和宏、菊池賢次、中島昌徳、葉玉隆史

石野汰樹、星 侑希、菱沼啓人、堀 忍、小林 希、山口王一郎、猪原浩之、木村康一、戸松 翼、橋本

仁、笠原直人、今井ちひろ、山内直人、伊藤宏文、倉田実沙、渡辺琴音 、

守屋基子、宮崎奈穂、鈴木彩香、若林文寬、高島直美、西脇 毅、石濱 司、

中村大樹、深水真吾、澤村嘉 浩、山崎民男

【第２種公式記録員】 １２月７日 大和市にて

飯島 保（茅ヶ崎）、戸田瑛子（小田原）
（第１種審判員認定書交付）

【第３種公式記録員】 １２月７日 大和市、１月２５日 座間市にて

伊東善之、西田佐永子（以上川崎）、伏見さと子、野村真理、浅野美鈴、中川一三夫、小城敏章、柳沢俊

郎、山口大輔、加藤 学（以上横浜）、海氣洋三（鎌倉）、河野晴美、波多野有里、星 千尋、山野邉真鈴、

沖山優衣、柳川真穂、三浦凪彩（以上藤沢）、石橋順子、小八重奈那美（以上茅ヶ崎）

大谷照夫、長原達彦（以上横浜）、国枝いづみ、須田歩美（以上鎌倉）、奥山優子（横須賀）、柳澤美羽（茅

ヶ崎）、酒井啓名（小田原）、越智敏郎、箕輪美保、菅原捺央、柏木夏生、八重樫若菜（以上厚木）、前田

良行（シニア連盟）、宮下優衣、岸 陽撫子（大学連盟）、平間 翼（高校）、青木奈々、佐藤奏子（以上中体連）
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支部・連盟・委員会トピックス
横浜市ソフトボール協会 理事長 庄司 勉 野手を講師に迎え、日頃の選手の生活や仕事などを盛り込
２０２５年の球春を迎えるにあたり、常務理事会・理事会・ みながら、Ｔバッティングを体験しました。生徒たちは自前の

を経て３月３日の評議員会に於いて本年の事業が正式決 グローブや、前回の教室で選手と交流した時の思い出の品
定する。最盛期には８００名超の審判員・記録員が登録して を披露するなど、大変盛況でした。継続することの大切さを
いましたが、本年は４００名を割ってしまった。どの協会も高 感じることができた教室でした。
齢化と若い人の新規参加が少なくて頭を悩ましている現状
である。このまま何もせずに放置しておけば、自然消滅を免

れないとの想いから、皆んなで将来構想を練っていかなけ 厚木市ソフトボール協会 理事長 森住康弘
ればならないと考えております。 当協会は、２０２４年度各構成区分において、全国大会

出場することができ、素晴らしい結果を残すこととなりまし
た。２０２５年度も１月１９日（日）に毎年恒例の「マラソンソフ

鎌倉市ソフトボール協会 理事長 牧野克己 トボール大会（少年部、中学部、女子部、一般男子部、シニ
当支部では、例年通り男女登録チームによるリーグ戦を ア、厚木ＳＣ）」を、ツユキ及川球技場で行い、今年一年のス

開催、天候にも恵まれ順調に消化でき、選手には満足して タートを切ることができました。今年度は昨年以上の結果を
いただけたと思います。また市民対象のソフトボール大会も 残してくれることを期待しています。また、９月６日・７日に日
猛暑の中、関係者協力を得て無事終了することができまし 本女子リーグを、９月２０日・２１日に天皇杯全日本総合男子
た。一方、西鎌倉小学校で行われた日立サンディーバ選手 大会を、伊勢原市、相模原市協会と共同開催することにな
による小学生対象のソフトボール教室のお手伝いを行い、 りました。オール神奈川で乗り切りたいと思います。
若年層への普及活動を支援することができたと思います。
今後ともご支援よろしくお願いします。

大和市ソフトボール協会 理事長 佐藤通子
令和７年は,シクミネットのチーム登録でスタートしました。

横須賀ソフトボール協会 中体連 大井 俊 弊協会もチームとの連絡をメールにて行うことを始めました。
本年度より、中学校部活動について、横須賀市全体で、 テスト的ではありますが、少しずつ前進していけたらと思っ

生徒がスポーツに継続して親しむことができる機会の確保 ております。令和７年度の登録も終え、チーム数が減ること
を目指し、地域移行モデル事業を開始した。本協会は中体 もなくスタートしました。審判員の高齢化問題は、弊協会だ
連の部活動と関わり練習会を実施した。中体連としては「専 けではなく全協会の検討事項と考えられます。今年の暑さ
門性のある指導で、生徒がいきいきと活動する様子が見ら 対策も、事前に検討しておく事が必要です。年度末に、良
れた。分かりやすい言葉と表現で手厚い指導をしていただ い報告ができますよう協会運営をしていきたいと思います。
いた。充実した、貴重な経験だったと思う。」とあった。来年
度さらに良い形で、スポーツに親しむ機会ができるよう、協

会と中体連で協力をしていきたい。 愛甲郡ソフトボール協会 事務局 浜松 博
令和６年度、壮年を中心に各種大会又、各年代男女の

全国大会に向けた県予選を猛暑の中、少ない審判員をやり

平塚市ソフトボール協会 理事長 吉田忠之 くりしながら滞りなく年間スケジュールを遂行出来ました。そ
「雨で中止の関東シニア大会」 の中で、急務である審判員の高齢化と減少対策として、令

令和６年１０月５日及び６日に開催予定であった「第２９回 和５年度から審判員の育成計画を図ってきました。令和７年
関東シニア大会」は、前年の令和５年に大神グランドが指名 １月に第３種公認審判認定講習会を約１５年振りに開催し、
されました。試合会場となる４面のグランド作りは、大会前日 ３３名の新たな審判員を増員できました。
の小雨の降る中、県ソ協会をはじめ、綾瀬、秦野協会の応
援を得て準備を進めました。しかし、雨は無情にも大会初

日、２日目とも止むことなく降り続け、グランドコンディション 家庭婦人連盟 理事長 桑名和美
不良につき、予定されていた大会は中止を余儀なくされ、 平素より当連盟へのご協力に感謝申し上げます。２０２０
用意した冊子も使われることなく残念な結果になりました。 年に４０周年を迎えて、本年で総勢４０名以上の４０年選手
大会が近づき天候が危ぶまれる中、遠路会場に足を運んで を表彰します。連盟の礎を築き、支え、今もまた若者の育成
くれた茨木、栃木、群馬、埼玉、東京、千葉、山梨、そして に尽力し、幅広い年齢層のチームを支えています。競技人
神奈川の各都県の代表チームは、後ろ髪を引かれる思い 口減少の昨今ですが、我が連盟の功労者の方々は健在で
で平塚をあとに帰路につかれたことでしょう。この大会の会 す。長い年月、快く送り出してくれる家族こそに一番の感謝
場準備に当たり、ご指導を頂いた県協会はもとより、テント ですね。
やベース、外野ネット等資材の提供に多大なご協力を頂い
た厚木、綾瀬、寒川、秦野の各協会には書面をお借りし改

めて感謝申し上げます。ありがとうございました。 記録委員会 委員長 宮崎光司
記録委員長の役割は、正確な記録を残すことは勿論で

すが、記録を有効活用することと、及び記録員の育成です。

秦野市ソフトボール協会 理事長 野々山静香 令和７年度記録員登録は、１種６８名、２種７２名、３種１５４

１月１４日に出前授業ソフトボール教室を末広小・本町小 名もの登録がありました。しかし、大きな大会で記録員対応

で開催しました。日立サンディーバの村山監督（本町小出 して頂ける人材となるとかなり限定され、記録員配置に頭を

身）をはじめ、後藤投手、山内捕手、女鹿田捕手、加減外 悩ませます。令和７年度は全日本総合男子選手権大会が
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控えています。記録委員会の総力を挙げて成功させ、後任 の４選手を迎え講習会が行われました。第３回は県立上
育成にも取り組んで行きます。 溝南高校にて３９名の参加があり、日立サンディーバよ

り、佐藤真咲、後藤美穂、笠原朱里、杉浦穂華、唐牛彩
名の５選手を迎え講習会が行われました。第４回最終日

審判委員会 委員長 富田 聡 は、県立高浜高校にて３６名の参加があり、日立サンディ
令和７年１月１８日（土）～１９日（日）、神奈川県立小田原 ーバより坂本実桜、北原花菜絵、保谷連の３選手を迎え

東高等学校にて「日本ソフトボール協会 第１種公認審判 講習会が行われました。今年度は天候にも恵まれ、充実
員認定会」が開催され、この日のために研修を積み重ねて した講習会となりました。また、今年度も東海大の栗原志
きた２２歳から８１歳までの総勢２７名が満を持して臨み、見 帆コーチはじめ選手のみなさんや光明学園相模原高校
事に全員合格となりました。日々の忙しい生活の中で学科・ の選手のみなさんのご協力もあり、盛り上がりのある教室
実技に一生懸命に取り組まれてきた皆様に敬意を表したい となりました。
と思います。また、研修会等でお世話になりました皆様に感
謝を申し上げます。

普及委員会 委員長 久保寺千広
１月１４日（火）海老名市立今泉小学校、講師は日立

技術委員会 委員長 齋藤清美 サンディーバの田内、杉浦、藤森、保谷選手にお願いし
年４回行っている県協会主催のソフトボール教室が怪 ました。２月２４日（金）は開成南小学校、講師は花王コス

我もなく無事に終了しました。第１回は座間市立座間中 メフェニックスの小森、鈴木、岡田選手と倉田新監督に
学校にて、６０名の参加があり、花王コスメの選手や東海 お願いしました。「カキーン」という大飛球と児童のどよめ
大の学生のご協力で行われました。第２回は横浜市さえ き、ミットから伝わる「バシン」、本物の音は、とっても心地
ずりの丘公園にて８０名の参加があり、日立サンディーバ よい響きでした。みんなウインドミルを学べたのも驚きでし
より、長谷川鈴夏投手、山内早織、鈴木未歩、藤森㮈未 た。終了後も、講師と給食交流を楽しみました。

「楽しいソフトボール教室」 逗子葉山中体連ソフトボール専門部
・令和６年１２月２１日（土） 逗子市立久木中学校にて
・主催：逗子葉山中体連ソフトボール専門部 ・協力：逗子市・葉山ソフトボール協会、中学校ソフトボール部保護者会

日立サンディーバの選手をお招きしてのソフトボール教室は、２００５（平成１７）年に初めて開催させていただき、今回で
１５回目を迎えることができました。この教室をきっかけとして小学生が中学校でソフトボール部に入部してくれたり、中学生
がより意欲的に部活動に取り組んだり、中学卒業後に高校でもソフトボール競技を続けたりと、参加する子供達にとって本
当に有意義で貴重な体験活動となっています。ここ数年、各地区で中学校のソフトボール部がどんどんなくなっている現状
の中、この教室を毎年開催できますことが、本地域のソフトボール競技の火を消さないためにも、大きな力となっています。
今年度のソフトボール教室は、日立より、杉浦穂華選手、鈴木未歩選手、田内愛絵里選手、加減愛華選手の４名が講師

としてお越しいただき、参加者は逗子市、葉山町、横須賀市の中学生３４名と小学生６名、大人２名の計４２名でした。
天候にも恵まれ、中学生は笑顔の中にも真剣な表情で、小学生達はきらきらとして新鮮な表情で楽しいウオーミングアッ

プから開始しました。中学生は主に１，２年生、小学生はほぼ初心者でしたが、それぞれの力に合わせて練習を組み立て
ていただき、みな生き生きとした表情で取り組んでいました。選手達からも暖かい声かけやアドバイスなどもいただき、また
練習後はサイン会を設けていただき、みんな大喜びでした。この一日の経験が大きな財産になったことでしょう。
このところ、どの地域も子供から大人までソフトボール人口が減少傾向にあり、中学校部活動も存続の危機に陥っていま

す。横須賀ブロック中学校ですが、２０年くらい前まではブロックに３０校近くの部活動チームがありました。それが現在は７
校（５チーム）にまで減っています。そのような現状でも本ソフトボール教室が実施できるということは、地域のソフトボール競
技の普及と、競技を始めた子供達にとってもモチベーションアップに大きな力となっています。毎年選手を派遣してくださっ
ている日立サンディーバチームや、ご協力をいただいているソフトボール協会の皆様に感謝申し上げます。

◎大会結果などについては、神奈川県ソフトボール協会のほか次のホームページもご参照ください。
・関東ソフトボール協会 http://www.saitama-soft.com/2021kantosoftballassociation.html
・（公財）日本ソフトボール協会 http://www.softball.or.jp

【編集後記】２０２４年度は、牧島かれん氏の（公財）日本ソフトボール協会会長就任で、神奈川県が活気づいた年になっ
た。今後は氏の日ソ協でのご活躍に期待するとともに、そのご活躍に応えるべく、様々なチームも頑張っていただけるよう
願ってやまない。広報紙、さらにはホームページ上でも神奈川県の活躍ぶりをお届けしていきたい。県内のみならずソフト
ボール人口の減少が著しく、小中学生を中心とした普及活動の様子を今号紙面に多く寄せていただいた。また、例年にも
増して審判員・記録員資格取得者が増えた様子もお伝えした。併せて日立サンディーバ準優勝にも沸いた。これを励みに
神奈川ソフトの活性化を期待したい。また「シクミネット」によるチーム登録もスタートし、令和７年が新たな一歩となる。（白）
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